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進捗

やったこと
1 プログラムを動かす
2 コードを理解 (途中)

3 新しい銘柄の追加 (スイスフラン)
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進捗

スイスフラン導入結果

図 1: 実行結果 導入前 図 2: 実行結果 導入後

導入前 +293 導入後 -528
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課題

現状の課題
・精度向上の余地
・研究の方向を定める
・長時間動かしておくと Tradeのプログラムが止まってしまう (エ
ラー?仕様?)
・機能実装後と実装前を比較できる環境がない
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方針 1

HMMを導入
現在のプログラム (木下さん)のものではグレンジャー因果性を用い
て予測を行っているが, それに併用あるいは置き換えて HMM(隠れ
マルコフモデル)のものを実装してみる.

HMM(Hidden Markov Model)

時系列データの中に隠れている特定パタンを検出する確率モデル.
主に自然言語処理などに用いられる考え方ではあるが, 為替予測に
有効なのかは不明
→別の用途や論文を読み, HMMについての勉強が必要
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方針 2

テキストマイニング
テキストマイニングを利用して時事情報を収集解析を行う
麻生さんの卒修論 (Twitterテキストマイニング)を読み, それを何ら
かの形で拡張していく
TwitterAPIが有料化したことにより, 麻生さんのプログラムそのま
までは使えないのでは
→別の SNS or Webサイトから持ってくる?
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まとめ

まとめ
銘柄としてスイスフランを導入してみてから明らかに負け始めた
プログラムを実行するうえでいくつかの問題が生じた

今後やること
確率や為替取引についての勉強
プログラムのコード理解
エラーの修正.
関連研究や経済研究を読んで方針を定める
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